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【研究の目的・課題】  

戦後日本の食生活は急速に変化を遂げた。今日の日本は多彩な食にあふれ、農産物は旬や季節関係な

く入手できる。世界各国の料理や食材にあふれ、食の多様化・欧米化・簡便化などにより食の幅が拡大

してきている。このような飽食の時代を突き進む日本には、食料自給率の低下を始め、食品の安全性等

多くの問題が浮上している。「生きるために食べる」という人間本来の目的から、現代の食はかけ離れ

たものとなってきた様に思える。このような問題から地産地消や食育などといった食生活を見直す運動

がみられるようになってきた。一方、日本の各地域に目を向けると、それぞれの地域特有の食文化が存

在している。  
本論文では、日本型食生活の特徴と変化の要因を検討し、各地域の食文化を比較することで日本の食

文化の特性をとらえ、今後どの様な食生活が求められるのかを検討することをねらいとしている。  
 
【方法】  
 食生活に関連した文献や統計資料、インターネット等からデータを収集し分析を行った。日本の食生

活の現状と地域特性について把握し、今後の食生活のあり方について考察した。  
 
【結論】  

かつて日本人の食生活は、日本の風土を活かして築かれたものであった。しかし、 1960 年代以降の

高度成長期を境に、食の洋風化・外食化・簡便化が急速に進行した。また生活環境や家庭環境の変化も

食生活に大きな影響を与えていた。これらの食生活の変化は私たちの健康面や精神面へ大きな影響をも

たらした。食生活の劇的な変化の反面、地域別での食料消費量をみると、そこには東西での消費量の差

や地域によっての明瞭な違いがみられた。つまり、地域の食文化は根強いものがある。今後、日本の食

生活を見直すためには、長い歴史の中で受け継がれてきた地域の食文化を守り、伝統食・日本食を取り

戻していくことが重要である。食を見直すということは、私たちに健康的な肉体や生活を与えてくれる

だけでなく、地域や第一次産業の活性化、食料自給率向上にもつながると考えられる。今後これらの点

を実現するために、国民一人一人の食に対する意識改革と継続的な活動が求められる。  
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